
第９回　幹事会　議事録

・日　時　２０２４年１２月２０日（金）午前１２時００分～午後１時００分
・場　所　Zoomミーティング
・出席幹事　　　
出席幹事の数　zoom２３名
　　委任状による出席幹事の数　３５名

　上記のとおり定足数に足る幹事の出席があったので、本幹事会は適法に成立し、幹事長村瀬謙一は本幹事会の議長として副幹事長小野順子を指名した。議長は、開会を宣し、直ちに議案の審議に入った。

【議事の内容】
１　【決議】３月総会招集の議題　
日時場所：３月２６日（水）１８時～＠大阪弁護士会２０３・２０４会議室＋Ｚｏｏｍ
（１）次年度幹事（副幹事長、全期幹事、各期幹事）の選任決議
（２）次年度選考委員の選任決議
（３）法曹在職４０年会員顕彰
以上の議案について、別段の異議なく賛成多数で可決された。

２　【重要】次年度各期幹事推薦届出のお願い：村瀬幹事長
・３月総会で選任決議をする。
・３月総会の時には候補者が揃っていなければならない。
・ 今年度の各期幹事の方から次年度の各期幹事の候補者を推薦・報告いただきたい。

３　会費免除報告：東副幹事長
免除申請はなかった。

４　新入会員報告：村瀬幹事長
５８期林千賀子会員（弁護士法人・響 大阪オフィス）が正副幹事会で入会承認された。

５　大弁会務報告：松井副会長（資料１）
・９月総会以降の会務報告（資料１のとおり）
　・意見照会（相談センター実施の「電話ガイド」サービスの継続について）　
積極意見・・・利用者側（市民側）からみれば役に立っていると思う、受任に繋がることもないわけではない
消極意見・・・制度の趣旨がよく分からない（電話での法律相談を期待している人しかいない）、お金を払って相談したい人がかけてこない、受任に繋がらない、対応に苦慮する方・繰り返し架電してくる方も多い印象（匿名のため）

６　各委員会からの活動報告
（１）選考委員会：村瀬幹事長
・副会長候補として河野豊会員を推薦することにつき、１２月総会にて決議を諮る。
　・副会長候補者について、立候補を受け付けているだけではなかなか手が上がらない状況がここ１０年ほど続いている。立候補いただくようお願いしないといけない状況。過去の幹事長がお声掛けさせていただくやり方を事実上取らざるを得ない。立候補時期は６月だが、準備が必要のため、１年半～２年半前からお願いする必要がある。選考委員の意見を聞いたうえで、これを幹事長に申し送る。２月２１日の幹事会の後、選考委員会を開催する予定。

（２）政策委員会：担当副幹事長河野豊（資料２）
・第１回企画、第２回企画、成功をおさめた。
・第３回企画は来年３月６日１８時から開催予定。
テーマは内部通報、公益通報者保護。
奥山教授（元朝日新聞記者）、中井洋惠先生、横瀬先生らに登壇者、パネラー、或いは司会者としてご参加いただく。弁護士会の研修認定もほぼ確定。
出来るだけたくさんの方にご参加いただきたい。


（３）広報委員会：河野雄介委員長（資料３）
・会報１１２号（春号）について
取材旅行記事について、今回は香川県の豊島の（産業廃棄物不法投棄事件）に行く
・ニュースレター　資料記載のとおり
・春秋会のＷＥＢページリニューアル
２業者から見積もり取得中

（4） 研修委員会：研修担当副幹事長今井力（資料４）
・令和７年２月７日岡口元裁判官を講師として、「弾劾裁判について～弁護団の先生もお招きして」と題する研修を予定。伊藤真氏、大賀弁護士もお招きし、公演後、パネルディスカッション形式でご対談いただく予定。若手会との共催。単位認定取得予定。
・新人登録の１か月後くらいにビジネスマナー研修開催予定

（５）親睦委員会：板﨑副幹事長（資料５）
・新人歓迎旅行　広報委員と協力しながら旅行企画のプラン作成を進めている
・祝賀会兼新年会　１２末〆切予定
・ワインの夕べ　３月５日開催予定。なお、内容は例年どおり（ソムリエは変更）

（６）若手会：担当副幹事長中西教子
・１１月３０日　若手会対抗ゴルフ　ニュースレター１月号で報告
・１２月１６日　世話役会議
・今後の予定
令和７年２月　７日　岡口元裁判官を講師として「弾劾裁判について～弁護団の先生もお招きして」と題する研修を予定（研修委員会と共催）
令和７年２月１３日　美食会兼懇親会（アナウンス未了だがもうすぐする）
令和７年３月１０日　追いコン　６７期１９人いる。できるだけ多くの先生方に参加いただきたい。

７　予算執行状況の報告：東副幹事長
昨年の決算では納入会費は９５０万円
これに対し今年は９６２万円（特別拠出金は１１７万円）
→合計１０７９万円（令和６年１２月１０日時点）
→昨年度を上回った。

８　各種行事案内
　　令和７年１月２９日　春秋会新年会兼当選祝賀会　
　　　→１２月末〆切。
定員５０名に対し残り枠１８名。
奮ってご参加いただきたい。
　　　　以　　上
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